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研究成果の概要（和文）：　私は、フランスの影響力外交として、文化面での対外接触=文化外交の重要性を指
摘したい。問題となる外交事象は、外交政策、ビジネス・経済、文化の三角関係の中で位置づけていくことによ
って、性格づけることができる。ここで「文化」とはひろく価値・発想・思考生活様式に関わるあらゆる表現
(芸術の公開、知的交流、言語の普及など)を意味する。文化活動が経済・政治分野とどれだけの親近性を持って
いるのかという程度によって、外交としての成否の度合いを測ることができる。
　

研究成果の概要（英文）：I would like to point out the importance of cultural external contact = 
cultural diplomacy as France's influence diplomacy. The foreign matter in question can be 
characterized by positioning it in the triangular relationship of foreign policy, business, economy,
 and culture. "Culture" as used here means a wide range of values, ideas, all expressions related to
 the way of thinking (such as the exhibition of art, intellectual exchange, and the spread of 
languages). The degree of diplomacy's success or failure can be measured by the degree of closeness 
that cultural activities have with the economic and political fields.

研究分野：国際関係論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 この分野の理論的研究は日本ではあまり進んでいない。国際的にも広報文化外交の評価の仕方は大変難しいも
のとされている。その意味では、外交・政治、ビジネス・経済の分野と結びつけた対外文化活動の研究は先端的
研究と言える。また上記のようなアプローチは現実の外交活動や毛対外経済活動に大いに寄与すると考えられ
る。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
1.研究開始当初の背景 
  主査である渡邊は長年フランス外交について研究をしてきた。その際にかつて偉大さの外交
を自負していたフランスが次第に「影響力外交」と自称するようになってきたことをもっとも
考えるようになった。それが本研究の代位に動機である。 
２．研究の目的 
 影響力外交とは、ミドルパワーである日本外交を考えるうえで大いに意義があると考える。
日本は一定の国力と影響力を持つ国だが、アメリカのような超大国がもつグローバルなパラダ
イムの発想者とはなりえない。しかし世界の潮流の中で秩序形成協力国としての影響力行使の
主体になってほしいため。 
 
３．研究の方法 
 とくに文化的影響力について渉猟した。確かに歴史的にフランスは文化面での影響力を重要
視してきたことは確かだった。しかしそれを歴史系列とイシュー別に分類・リサーチした業績
はなかった。 
 
４．研究成果 
 残念ながら当初の狙いほどにリサーチは進まなかったが、文化、政治・外交、経済の三角関
係の相関関係の中で対外的文化接触や文化イシューの位置づけようという結果に達した。十分
ではなかったか、そうした中でイシューの性格を考察した。 
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